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DuMA ニュースレター                                  2019年 8月 26日 

９月１日は「防災の日」です 

  防災の日は、１９２３年の関東大震災にちなんで、1960年に制定されたものです。現在は防災の日を

含む１週間を防災啓発週間として、色々な催し物が行われるようになっています。 

 ただ、最近の日本赤十字社のアンケート調査では、２０代の約半数が“防災の日”を知らないという結

果が出ており、さらに年代が下がるにつれ、防災の日の意識が薄れている事がわかったと報告されてい

ます。 

 南海トラフ沿いの巨大地震は、歴史的に冬に発生する事が多い事は知られていますが、８８７年の仁

和地震、１３６１年の康安地震、１４９８年の明応地震はそれぞれ８月、７月、９月に発生しています。 

 

夏の震災について 

 今週は夏の震災について少し考えてみたいと思います。7月から 9月にかけては、梅雨前線の停滞や

台風の襲来で、特に西日本は風水害に見舞われることが多くあります。また、近年は気候温暖化に伴う

猛暑という要素が新たに加わったと考えるべきです。台風通過後などは、降雨で水を含んだ土は土砂

崩れを起こしやすくなります。天気が良ければ、海水浴客や、さらにサーファーやヨットを楽しむ人も多く、

津波からの避難に時間がかかる事が予想されます。また、暴風雨の中での避難は容易ではありません。

地震と台風が重なる事も考える必要があるのです。 

 南海トラフの巨大地震では多くの停電が発生します。エアコンが使えない状態が続くと健常者でも熱

中症の危険性が高まると予想され、衛生状態の悪化から大量の地震関連死の発生という事も考えてお

かなければいけないと思います。 

 

上高地・焼岳の活動活発化 

 ８月１２日のニュースレターでも少し触れましたが、上高地に近い焼岳で７月２７日以降、空振を伴う火

山性地震が立て続けに発生しています。８月２１日にも同様の地震が発生しました。夏山シーズンは終

わりますが、これから秋の行楽シーズンに入ります。上高地やその周辺の山にいらっしゃる場合には、

気象情報だけでなく火山情報にも注意をお願いします。 

 ２０１４年の御岳の噴火は、戦後最悪の火山災害となりました。実際には噴火の規模は小さかったので

すが、秋の行楽シーズンの土曜日のお昼休みという、山頂付近に非常に多くの人がいたという事が大き

な人的被害をもたらした最大の要因なのです。 
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東北地方海域の地下天気図® 

７月１５日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域で発生するマグニチュード７クラスの地

震に特化した解析です。次に示します地下天気図は８月２２日時点のMタイプ（左側）と Lタイプ（右側）

です。 

図中の茶色の点は 2011 年夏以降の解析に使用したすべての地震の発生位置です（震央）。７月１５

日の地下天気図と比較しますと、M タイプも L タイプも、そのパターンには大きな変化はありません。 

最も目立つのは M タイプにおける岩手沖の静穏化と房総半島沖の静穏化です。特に房総半島沖の

異常は先週８月１９日のニュースレターでお知らせした関東地方に特化した解析でも出現しています。

異なった２つの解析で異常が出現していますので、今後、しばらく房総沖については、十分注意を払っ

て解析していきたいと思います。 

 ちなみに M タイプで宮城・福島県のはるか沖の青色の異常は、もともと地震活動が極めて低調な場

所のため、異常検出能力が劣り、静穏化の精度は高くありません。 

 

８月２２日時点の地下天気図（左：M タイプ、右：L タイプ） 
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